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＜報道関係各位＞

２００９年５月２６日

化学企業の個人・グループによる環境・安全活動を表彰



日本レスポンシブル・ケア協議会、第３回レスポンシブル・ケア賞を発表
～旭化成、昭和電工、住友化学の社員、３社９名が受賞～

（社）日本化学工業協会

日本レスポンシブル・ケア協議会

日本レスポンシブル・ケア協議会（以下、ＪＲＣＣ）は、このほど第３回『レスポンシブル・ケア賞（ＲＣ賞）』の受賞者を発表いたしました。

ＲＣ賞は、ＪＲＣＣ会員企業のなかから、レスポンシブル・ケア活動（以下、ＲＣ活動）の普及や充実に貢献した個人、またはグループを表彰するものです。昨年10月に募集を行い３件の応募がありました。会員交流ワーキンググループにて審査を行い、いずれの活動もＲＣ賞にふさわしいとの結論となりました。その後、企画運営委員会の承認を得て正式に決定いたしました。

受賞した方々は、旭化成延岡地区（グループ：３名）、昭和電工研究開発センター（グループ：３名）、ならびに住友化学大阪工場（グループ：３名）です。

受賞者名と表彰テーマは次のとおりです。

	会社名／
事業所名
	受賞者
	表彰テーマ

	旭化成㈱
延岡地区
	上荷田 洋一、敷石 輝幸、

松田 和己
	主要生産地区（宮崎県延岡市）における、多面的なコミュニケーションと地域貢献活動の継続的実施

	昭和電工㈱
研究開発センター
	三浦 進、大平 均、

永島 哲夫
	研究開発センター公開による、地域社会とのコミュニケーションの実現及び環境負荷提言活動紹介での環境意識向上

	住友化学㈱
大阪工場
	村田 明、二位 正人、

山口 利隆
	環境保全に関する学生と海外研修生とのコミュニケーションの推進


７月１６日（木）に大阪で開催する上期ＪＲＣＣ会員交流会にて表彰するとともに、受賞者から活動内容の発表が行われる予定です。
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以 上

≪ご参考≫

下記に該当する個人またはグループを表彰する。

【ＲＣ賞選考基準】

· 企業内のＲＣ活動の推進にあたり、率先して実施し、顕著な貢献をした者

· ＪＲＣＣの活動（ＰＲＴＲ、産業廃棄物処理、地球温暖化防止、労働安全、保安防災など）の実施に顕著な貢献をした者

· 対話集会、報告書作成、実験教育などを通し、地域社会やその他ステークホルダーとのＲＣコミュニケーション活動の実施に顕著な貢献をした者

· ＲＣの海外活動に貢献した者

【レスポンシブル・ケア活動とは】

地球環境問題や工業化地域の拡大などによる「環境・安全・健康」に関する問題の広がり、また、技術の進歩により発生する新たな問題等に対して、化学物質に関する環境・安全・健康を規制だけで確保していくことは難しくなっています。化学製品を扱う事業者が、環境・安全・健康を確保していくために責任ある自主的な行動をとることが今まで以上に求められる時代となっています。

　こうした背景を踏まえて、世界の化学工業界は、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を経て廃棄に至るすべての過程において、自主的に「環境・安全・健康」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話・コミュニケーションを行う活動をしています。この活動を“レスポンシブル・ケア”と呼んでいます。

【日本レスポンシブル・ケア協議会とは】

レスポンシブル・ケアは１９８５年にカナダで誕生しました。１９８９年に国際化学工業協会協議会（ＩＣＣＡ）が設立され、今やレスポンシブル・ケア活動は、世界５３の国・地域（２００９年５月現在）で展開されています。日本では、１９９５年、社団法人日本化学工業協会の中に、化学物質を製造し、または取り扱う企業７４社が中心となり、日本レスポンシブル・ケア協議会（ＪＲＣＣ）が設立され、それまで各企業が独自に行っていた環境・安全配慮の活動を統一・活発化し、社会の理解を深めていくこととしました。２００９年５月現在、ＪＲＣＣの会員は１００社となっています。

社団法人 日本化学工業協会


〒104-0033 東京都中央区新川1丁目4番1号 住友不動産六甲ビル7階
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